
令和8年　シルトピア油木ケアホーム白い雲　地域連携推進会議　会議録

日時 ２０２６年　　7月１５日（水）　 14:20～15:20

場所 シルトピア油木施設長室、ケアホーム白い雲ホール

参加者 白い雲利用者（A,B,C,D,E）

神石高原町役場福祉課（介護保険係　H

神石高原町社会福祉協議会（I）

西油木自治振興会会長　　（J）

シルトピア油木家族講演会会長　　（K）

油木地域民生児童委員（L）

シルトピア油木施設長（M）　　 シルトピア油木在宅課長（O）

シルトピア油木地域支援課長（N）

白い雲サービス管理責任者（P）

目的

内容 施設長室にて

・開会

・地域支援課長挨拶

・議題 シルトピア油木白い雲について

1.概要説明　　ｻｰﾋﾞｽ管理責任者　福場　　（パンフレット参照）

⒉利用者について

シルトピア油木白い雲利用者　家族（G）

・ケアホーム利用者の方と地域の方との話し合いや交流を通し、ケアホーム白い雲

のことや利用者のことを知って頂き、顔の見える関係づくりの機会とする。

・利用者が要望を伝える事で、利用者の思いや考えを知って頂き解決に向けた足掛

かりとする。

現在は6部屋ある居室のうち5部屋に男性利用者が住まわれている。

平日、日中は　就労継続支援B型事業所よつば工房を　5名の方が利用。うち1名

はシルトピア油木デイサービスセンターも併せて利用されている。

夜間は、ホームに夜勤職員は配置していないが、シルトピア特養宿直者により、

定時の安否確認を実施。ナースコールを設置し、緊急時には対応している。重度

の知的障害の方もおられ、職員が常駐していないことは課題である。

7月現在利用者の年齢は36歳~55歳の方が利用。

支援区分は区分４が2名、区分3が2名、区分2が1名となっている。

家族も支援が必要な人が多く、現在成年後見制度の利用をされている方や将来的

に制度利用の検討も要する人がいる。



⒊その他

⒋利用者及び利用者家族との交流会、意見交換

⒌課題検討

⒍施設見学

・閉会

・利用者からの解決してほしい課題について意見を求める。

隣室からの扉の開け閉めなどを含めた生活音が部屋に響いているとの意見が出

る。対策としては部屋の壁に吸音材のようなものを貼ってみる、扉の開け閉めの

衝撃を和らげるものを取り付けるなどの工夫をしてみてはどうかとの意見が出

た。事業所で対策について検討をしていく。

・利用者から施設周りののり面の防草シートが劣化しめくれてしまっていること

について意見が出る。対応については、以前はどのように施工したかを確認し対

策を検討することとした。

空室になっている部屋の様子を見てもらう。

キッチン、浴室、トイレなど青い鳥との共用になっている設備も見学されてい

る。

参加者より質問があり、白い雲の利用に際してよつば工房の利用が必要かとの質

問があった。よつば工房の利用は必須ではなくバイトに行かれる方もいたこと、

生活基盤を作るために利用していることを説明する。

ケアホーム白い雲に移動

利用者と参加者に自己紹介をしていただき少しでも人柄を知ってもらう。利用者

は名前のほかに好きなことや頑張っていることを話してもらったが、上手く話す

のが難しかった方もいた。

会議の開始時間が予想より早かった為、利用者家族の方が会議に参加されるのが

遅くなってしまった。次回の会議では事前の連絡などで改善していく必要があ

る。


